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第1条（目的） 

SK(株)マテリアルズ系列の構成員は、顧客会社及び協力会社と相互尊重の姿勢を持ち、公正な取引

を通して相互発展を遂げるようにしなければならない。このため、製造倫理規範を制定し、業務活動

における意思決定と行動の判断基準とする。倫理規範は、単に構成員個人の非倫理的行為を統制する

ための手段ではなく、業務を行う過程で倫理的水準を高めることにより、利害関係者から信頼を得て

持続的な成長・発展を目指すSKの倫理経営の哲学に通じるものである。 

 

第2条（適用対象） 

この規範は、SK(株)マテリアルズ系列（以下「SK」）の構成員、すなわち勤務地を問わずSK(株)マテ

リアルズ及びその子会社並びに傘下投資会社（海外法人を含む。）に在職中の全ての構成員（契約社

員、派遣社員を含む。）を対象とする。 

 

第3条（基本原則） 

① グローバル品質競争力の構築 

顧客中心の思考によりグローバル品質競争力を確保し、製品の開発・製造・出荷・使用・廃棄に至る

全ての段階を根本的に探究することにより最高の品質を確保し、品質事故の未然防止に努める。 

 

② 記録と報告の正確性 

記録は、実際の業務状況と内容が反映されるよう、虚偽事実のない完全かつ透明なものとして作成し、

正直かつ適時に報告するように努める。特定の個人又は団体の利益のために情報を捏造、滅失、歪曲して提示

してはならず、業務過程の全ての側面からみて客観的で偏っていない、正直なものなければならない。 

 

③ 投資判断の独立性 

投資を行う前に投資対象に関する全般的な与件を綿密に検討し、投資判断はリスクの最小化を最優先

して合理的基準の下で独立性を失わせないように注意する。 

 

④ 情報保護及び営業秘密遵守 

業務の遂行上知り得た顧客会社及び協力会社の情報を厳重に管理・保護し、機密情報が第三者と共有

されないよう保護に最善を尽くす。内部・外部から不当な情報の提供又は閲覧を要求された場合はこ



れを拒否し、顧客会社及び協力会社の情報保護のための技術的・管理的措置の水準を強化する努力を

続ける。 

 

⑤ グローバル環境安全経営体系の強化 

環境、安全保健、エネルギーに関する国内外の法規及び条約を遵守し、環境安全事故の未然防止のた

め全ての事業活動に厳格な内部管理基準を適用し、充実に履行する。環境安全経営体系を理解した上

で実践できるように教育を実施し、環境安全方針及び経営成果を内部・外部の利害関係者に開示する。 

 

⑥ 環境にやさしい生産工程の構築 

環境配慮設計の導入によりエネルギー、水資源などの効率的使用と化学物質管理を徹底するとともに、

廃水・廃棄物の再利用や再使用を活性させ、汚染物質の排出を減らせるように持続的に努力する。 

 

⑦ 気候変動政策の実践 

気候変動危機は地球環境を保全するための共同の問題であることを認識し、気候変動危機を克服する

ために再生可能エネルギーの使用拡大、温室効果ガス排出量削減及び低炭素生態系の構築に向けて持

続的に努力する。 

 

⑧ 安全な事業所の実現 

安全な作業環境確保のために全ての役員・社員が同参する安全文化を醸成するとともに、役員・社員

の健康増進活動及び安全危険要因の改善活動の継続により重大災害を防ぎ、事故ゼロ事業所を実現す

る。また、外部の危険要因（天災、火災、伝染病など）から役員・社員及び地域住民を保護し、事業

の連続性を維持できる緊急対応体系を常に維持する。 

 

⑨ 共生パートナーシップの形成 

顧客会社・協力会社との持続的な協力体制を維持し、環境安全経営体系及び品質管理・分析技術を共

有することで、環境にやさしい事業関係を形成する。また、地域住民と触れ合いながら地域社会の発

展に資する。 

 

第4条（法規及び国際条約の遵守） 

SK構成員は、共生供給の精神と信義誠実の原則に則って業務を行い、独占規制及び公正取引に関す

る法律、大・中小企業の共生協力促進に関する法律、下請取引の公正化に関する法律、米国海外腐敗

防止法（U.S. Foreign Corrupt Practices Act of 1977, 15 U.S.C. §§ 78-1 et seq.）、英国贈収賄

防止法（Bribery Act）、カナダ外国公務員腐敗防止法など国内外の関連法令を遵守する。SK構成員

は、世界人権宣言、OECD多国籍企業ガイドライン、国連グローバル・コンパクトの10原則、国連の

ビジネスと人権に関する指導原則など、国際的に通用する法規と国際条約を支持し、誠実に履行する。 



 

第5条（違反行為の報告及び通報者の保護に関する事項） 

SK構成員は、業務過程で倫理規範の違反行為が発生した場合、当該行為の早急解決ができるように

下記チャネルから通報を行うものとし、なお、通報者は正当な通報行為に対して一切の不利益も受け

ない。 
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